
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
地域の森と緑のつながり支援事業 

伊賀市 

伊賀市では、「みえ森と緑の県民税」を活用し、以下の事業を実施しています。 

みんなの里山整備活動推進事業 

未利用間伐材バイオマス利用推進事業 

令和６年度事業費：147,558円 （４団体） 

地域住民が森林・林業にふれあう機会が少な

くなってきているため、地域住民や子どもた

ちが共に森林・林業等への関心を持ち、身近

な生活における森と緑のつながりを感じられ

ることを目的として、住民自治協議会等が実

施主体として行う森林環境・林業に関する教

育活動などの支援を行っています。 

伊賀の森っこ育成事業 
令和６年度事業費：4,169,574円 

24団体（小学校 14校・中学校 10校 計 73学級） 

次世代を担う子どもたちの森林環境への理解と

関心を深めるため、小中学校で実施する森林環

境、林業等に関する学習活動及び体験活動、 
その他森林環境への理解、関心の向上に繋がる

活動に係る費用を助成しています。 

木づかい木育推進事業 

令和６年度事業費：2,410,560円 

16件 803.52ｔ 

市内における森林整備活動において発生する

間伐材のうち、用材とせず森林内に留置され

る間伐材（未利用間伐材）を搬出することに

より、森林の適正な管理及び未利用間伐材の

有効な利活用を促進するため、未利用間伐材

の搬出及び運搬を行う者に対し搬出及び運搬

に要する経費の一部を助成しています。 

令和 6年度事業費：7,417,002円 (34団体) 

暮らしに身近な里山を地域住民みんなの里山

として管理し、次世代に受け継がれ、住民が地

域の森林へ興味関心を抱き、持続可能な保全管

理を推進することを目的として、自治会等で実

施をしていただく地域住民のボランティアに

よる里山等の管理保全に必要な活動に係る費

用を助成しています。  

 

令和６年度事業費 

フォトフレーム 250個：691,934円 

手作り箸キット 650個：1,287,000円 

幼児期からの「木育」を進めるため、親子共

に木のぬくもりを共有できる物として、出生
のお祝いに伊賀産ヒノキの木製フォトフレー

ムを配布しています。           

また、小学５年生が社会科の授業で森林の間
伐を学ぶ機会にあわせて、伊賀産ヒノキの手
作り箸キットを配布しています。 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

森のやすらぎ空間整備事業 
令和６年度事業費：500,000円 

旧市庁舎の改修整備による新児童図書館テラス内

に設置する木製備品の開発 

木の薫るやすらぎのある街づくりを促進す

ることを目的として、市内の高等学校で組

織する実行委員会等が、市民が自由に使え

る空間に市内の間伐材等を利用して木製備

品等を設置し、市民へ木とふれあい、やす

らげる空間が形成される整備活動に対して

支援を行っています。 

「みえ森と緑の県民税」のしくみ 
ご負担いただく「みえ森と緑の県民税」は、現行の県民税均等割に上乗せして

納めていただきます。個人では年額１，０００円、法人では年額２，０００円

～８０，０００円（県民税均等割額の 10％相当額）となります。 

Facebook「みんなで支える森林づくり・三重」でも、     
みえ森と緑の県民税を活用した取組を紹介しています！ 

令和６年度事業費 

市道（２路線）：594,000円 

広域農道（１路線）：297,000円  
市道及び農道等の沿道で、台風等により倒木

の恐れがある危険木の伐採を行い、道路周辺

の森林整備をすることにより、市民の暮らし

の安心・安全を確保しています。 

幼児教育・保育施設木製遊具整備事業 令和６年度事業費： 796,950円 

（丸太ステップ：保育所６園、幼稚園１園） 

子どもの頃から木とふれあい、木製遊具で

遊ぶことで五感を刺激し感性を磨き、好奇
心・集中力を高め、木を身近に使うことを

通じて、木や森との関わりを主体的に考え

られる豊かな心を育んでもらうために、 
市内の保育所・幼稚園において、地域産材
を使用した木製遊具を整備しています。 

 

流域防災機能強化対策事業 令和６年度事業費 

流域防災強化対策事業（特定水源地域） 

伐採施工：11,902,000円 

伐採調査：6,446,000円  

人家等の保全対象から概ね 2km 以内の
渓流沿い等の森林であって、適正な管理

がされておらず、流木や土砂の流出によ

り下流に被害を及ぼす恐れがあり、三重
県水源地域の保全に関する条例に規定す

る特定水源地域として指定されている森

林を対象とし、根系や下層植生の発達を
促す森林整備（間伐）を実施し、流域の
防災機能の強化を図っています。 

危険木伐採事業 

・伐採施工（間伐 38.41ha） 
広瀬、上阿波、北山、勝地、妙楽地、諸木 地区 
・伐採調査（毎木調査 255箇所・272.34ha） 
広瀬、奥馬野、中馬野、奥鹿野、伊勢路、北山、勝地、
妙楽地、瀧、川北、高山、坂下 地区 

令和６年度 

事業詳細 


